
、羅臼岳山開き

日本百緒111の一つでもあり、知ｉｌﾐ連山で蛾もIYiい111「繩膳1岳（概

高1661m)」の山開きが７月３日（191）に行われました。

当日は早朝６時より、岩屋別lllI縦山口である木下小屋近くで安

全祈願祭が執り行われ、斜里liIJiMiI光MH会会艮や斜蝋111岳会会奨蝶

関係背列席の下、シーズン111に淡全で事故のない職l｣｣が行われる

よう祈願しました。

天候は鑓りがちとあいにくの天気でしたが、登山道脇にはエゾノ

の嫌々な剛山植物が咲き誇り蓑１１１緋の目を楽しませていました。ま

チングルマ

の天気でしたが、登山道脇にはエゾノツガザクラやチングルマ等

登１１１緋の目を楽しませていました。また、瓢日平から111頂までは

時ljfl1Iliれ間も見え、ガスの功れ側から見える硫戯１１｣までのI禮根ｉＭｉ
Ｂぎらい露別

や雲iliiから111頂を覗かせる爺爺岳の壮大なj識色は、それまでの饗

111ｍ疲れを忘.れさせてくれるものでした。

今年は寒い日が続いたせいか''1『融けが遅く、叢１１｣道途１１の大沢

にもﾉ（きな雪渓が砿っています。lI1で起きるVhrikの原因のﾉくきな/､

一つが、この瞥渓での冊幣とのことで、醤111符は例年以上に足元liZ
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Ｚ三ti毫憾今
に注意して登る必腰がありそうです圏

羅臼岳山頂
、

７月１０１１（日）～ｌ７ＩＩ（'１）、南アフリカ・ダーバンで行われた第２

で「知床」が111:界自然辿潅に登録されることが決定しました。５):Ｉﾄﾞｲﾘの１

当」と勧告されてはいたものの、推臓に総わった関係行政機閼や観光漿界．
多くの人々が一同ホッと胸をなで下ろしたのではないでしよ

）、南アフリカ・ターパンで『｢われた第２９回１１上界世産委貝会

されることが決定しました。５):ＩﾄﾞｲﾘのIUCN*|i('7で「蓬録が適

推llMjに総わった関係行政機閼や観光耀界．そして知床を愛する

知床エコツーリズム推進協議会開かれる

多くの人々が一間ホッと胸をなで「ろしたのではないでしょ

うか。特に、１０年以Iz1iiから議録にlhlけ活11I)してきた斜'11,

繩Ｅ１両Ⅲ１．のlHl係脅にとっては、一つの蚤'1途点に途したことで

砿慨深いものを感じられていることと思います。

過去、「知床旅慌」のヒットや職斯道路開通聯により知床

繍光がブームとなったl1f期がありました。ここ激年は訪れる

人が年ⅡＨ２(〕（)ノテ入を超えているそうです。今'１１|、｜|上界「|然

炉迦蔭に登録されたことで、更に多くの人が「jlk果ての地」に、足を運んでくれるのではないか、そう期待している方も大勢

いるでしょう。

一方で、多くの人が,Mjれるが故の1Ⅱ1趣も苑'ｋしています。‐

聯rl然蕊境への影響やヒグマとのlIiL朧等が懸念さｉ１ており，ｉｉ

カムイワッカの滝への一雑ﾙｴ両規Ilill（平成１７年唆からは篭イ

６月２３Ｈ（木）羅臼111]､に置いて、斜里、縦[三1町の観光ガイド

等からhWﾙﾋﾞされるliilllm,瀧会の平成１７年度第１ＮＬＩの会議が'１Ｍ

かれました。｜司協離会は』1z成１６１１三度からjlilMIﾐでのエコツーリ

ズム普及を目指し朧々な取り組みを行っています。議事は１７

年度事業計繭及び予算、ｊ８１床エコツーリズム樅進,計画、海外先

進地視察、ワーキンググループ股１１１tについてなどで、滞征型モ

デルツアーの戈施状#,lやiHI床半偽jliml2利Ｉｌ１推進の状況などの柵

－－－ 

＝～ｍ－ｒと

上邑

辮鮒鰯F蝋蝋蝋蝋%千年度にエコツーリズム指針の策定を側指すこととしました。

－，－ 

l趣も苑'1山ています。－部地域では利jllの鵬ＴＩＩによる|『i'１；

鶯等が懸念さｉ１ており，ilz成１１年度からは其101集中期間の

(平成１７年度からは耀占防止TI。jにより通年規制）が実施

されているほか、’ﾄﾞ此１３年からは知床国立公園の望まし

い保趣とlilllllのあ))ﾉﾉについて、学識経験牌や|ＡＩ係行政機

関、地元関係背による検討が進められています。

遺産とは先人が巡した１Ｍ塵であり、知床がこれから光、

私たちの卜孫にとってｌ過滝」でfjl)続けるためには、｜先

人」である私たちが１Ｍ状を縦1Jル、より良くしていく鍔ﾉﾉ

を怠らないことが必腿です。地元でも、世瀧獲録は誇らし

いことと感じつつ、お祭り騒ぎだけで終わるのではなく、

今後ｲ'1じるL1i滴について冷l聯に受け||:めている雰囲気を嘘

じます。

~る組織の一興として．｜:I々の活j11jを通じ、礎fl2に二の環境

カムイワッカ ｡知床大橋方面の交通規制

知床観光スポットの、カムイワッカ・知床大擶方面については、今年は、露衝防I上I二鞭のた
め、逝年一般車１１W鞭の血行はできません。但し、今年度は７ｊｌｌ３Ｅｌから９):１２０１．１までの７

0111111は:I自事を中断し、｜`1然環境”保全と快適なiFIlllを図るため．カムイワッカ方|薊へはシヤ
トルパスを運行することとなってお|〕ます゜徒歩や圃腫瀬での通行もできませんのでご注意1ざ
さい。 ｣▲■＝＿＿＿ 
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交通規制区間 魅たちも．過滝地域のﾉ<半を所篭する組織の一興として．｜:I々の活励を通じ

を過すために何をしたら良いのか、について術に心懸けたいと思っています。
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第５７回森とのふれあい
平成１７年度

知床国立公園利用適正化検討会議開催！
i初夏の知床の森で地球温暖化について考えよう｣を開催

し ～茂焼｢きとX7の沼/~〉71ビンボロノi召_／で=ｊ黙j識Z箸～

〆

jiu床には年間２００万人を超える観光客が訪れており、一部地域では利用の蛎中による柿１１三

等１１１然環境への影辮やヒグマとのil1L雛聯が懸念されています。そのため、j1z成１３年度より、

知床脳立公1mの望ましい保護と利用のあり方について関係行政機関や学,iMl経験蒋等によ',検$;｜
が砿ねらｵ1；てきています。

今回は91iililbl7年度に入って第１同F1の会合であ1,、７j１ｌ４Ｅ１（月）釧路地〃合同庁舎会縦

室にて開111きれました。

会鑓では、まず「先端部地|Ｘ作業部会」が１１Mか机、海岸線のトレッキングやシーカヤック等

による知床ｌ１ｌⅢへの立ち入|〕において守るべきルールとしての「jllllnlの心↑＃（案)」の検討が行

われました。心得（案）では、利用形態に応じた注意事項聯が盤m1され、今後、よりわかりや

病'嚇溌牒蝋１，鞠にもﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄやMF…じﾙｰﾙ遡守について広く

|曇蝋鰯重灘鵜憐鵬i'麓lih鼠鰍蕊

露５７回嫌とのふれあい『初夏に知床の森で地球温暖化について

考えよう』を６１１１９ｔ1（１１）にM1催しました。参jⅡI背は北見や網走

市を｢|:'心に２５名が参加し、午飢｢|可は鎌|;１６センター敷地内に識潰し

たドラム術１Ｍのiilii易炭窯で炭焼き体験をした後、午後はポンホロ沼

を散雛しました。

今回参り１１背の方々が炭にする木は111の逆（林道）に肱いかぶって

邪臓になり伐らｵ1た/kです。まず鋸で原木を切るところから始め、

シュッシュッとリズム良く木を切る手仙れた方もいました。:を切る手111〔れた万もいました。ダケカンパを切る

次に原ｲ〔を窯に隙間無く入れて、窯1]を塞ぐため粘上で泥を作り

ました。陶芸で手'１１ｵ1た〃もおり、皆さん久々に子供の頃以来の泥

遊びで楽しんでいるようでした。そして、火起こし遊興で火樋を|i司
り入り口にＭんだ$lifに着火しました。初めて火,起こし遊具を使うか

ばかりでｲｷ戦していましたが、なんとか火璽ができ、水くずに移し

て大きな炎があがった瞬|M1一斉に欣声がこが})ました。その鵜いも
あり参加背は火起こしにチャレンジしましたが、なかなか炎を立ち

上げるのは雌しいようでした。原木に火がつくまで交縛で約１５分

１１途により具体化した,iIllIliづくりが行われることとなり

ます。

また、会縦の１'１では、ｊｉ{１床半島で巡行している雌WiiMI1

事業背にk､ルケイマフリ襟野生Hill物への生息環境に|鯵響
を及ぼさないような配Mfを婆ＩＭＩする文１１Ｆ発''１についても

灘論されました。今年611には鵬礁ｴ『蚊も起きているこ

とから、震働からは「要１１１Wではなく欝憐でも良いのでは」

との意見もあり、本格的な観光シーズンを迎えるなか、

遊髄船巡航により一層の注意が求められることとなりま

にた。

」■■汗を流して火おこし上げるのは雌しいようでした。原木に

Iii;iぎ続け煙突から白い鯉がモクモクと||'て火(､lけは終了しました。

股後に職員より炭・木酢液の111途について、畑や庭に炭やｲ<酢液
を入れると上壊改良になることや、締Ⅲiil1lfや下駄桁に炭を入れたら

臭い匂いが消えた体験談を話し、あらかじめ焼いておいた炭を皆さ
んに持ちlAT1ってもらいました。参加音の方々からは炭のJi1途を実際
に試してみますとの声がⅡ１１かれました。
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適正な利用が求められている知床１１１１１１

午後からは、｜U:界I;】然巡臆のエ1）ア扇いで火付けします

内にある、然観案撒育ｌｌｔへ移動し，森光の雪解け時期にしか見られ

ず幻の沼といわれる「ボンホロ沼」周辺を散策しました。参jjll背はＪ
－エー

新緑の森の911を歩き、柵かなたたずまいのなか「幻の柵」Ｉこ感jiljし
ていました。哨天に患ま軌たなか、沼と背後の繩臼岳が織りなす雄

大なjil:色に嘘Ⅲlの）Hfをあげていました。今年は雪解けが遅く、例年
より淵の水多く残っていました。参U11ffは沼と緋隷と繩臼岳のコン
トラストを背景に思い恩いに記念写真を縦っていました。

］ '爾久科原生花屋
７'１に入り、以久科原４１２１上図にエゾスカシユリ、ハマナスやハマ

フウロなどのｌＥが咲き始めました。近隣では小淵水臓ﾘﾐ花Nilが有欄

ですが、斜IILillF岸以久科のエゾスカシユリの||ｻﾞ生も兇ごたえがあり

全国的にもｲ稲とのことです。

森を抜けると出現する沼

遊歩道沿いには|蔵径１メートルを超えるミズナラの人径水、エゾ
に付いた熊の爪痕鱸があり、ｉｆ々でインストラクターの鋭[ﾘ|を受け
参加誉のみなさんはうなずきながら感心していました。

ＷＩの周辺は新絲で纏われ-izミの鳴き湾が響く'１１，森の爽やかな空
気に浸り約３ｋｍのコースを歩き、ここちよい汗を流しました。パ
スの巾では地球臘暖化について,ｒｉＬい説lﾘ)が行われ、緑林が二薩化
炭紫の吸IlXⅢｉｉになること、１１術ﾘｮ活からできる温暖化防止策につい
て考える良い機会となりました。

エゾシカの剛皮食い跡や卜 今年は雪が多かったために例年

に比べて遅い開化となりましたが．

脱(生｜fMllにiMiれた観光客は、－i(Ｉｉ

に咲き誇るエゾスカシユリを熱心

に観察していました。
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群生しているエゾスカシユリエゾスカシユリとハマ ス

巨木の森を見上げて


